
 
 

 

 

 平素は、農協事業に格別なるご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

秋本番、秋番茶の収穫が本格的に始まっています。体調には十分注意して収穫作業を行っ

て下さい。 

 

土壌診断 冬の間に土壌診断を行いましょう！！ 

土壌診断とは「土の健康診断」のことです。人間同様、作物も栄養が多すぎても少な

すぎても健康には育ちません。土壌診断を行い、土壌内の成分量を把握し、土壌改良剤

等の資材を使用し最適な土壌バランスに近づけ、収量・品質の向上を目指しましょう。 

詳しくは、多気営農センターまでお問合せ下さい。 

 

水稲 来年作のために田起こしに取り組みましょう！！ 

収穫後、稲わらのすき込みを終えた方が多いと思います。今後

は来年作のために、15㎝程度の深めの耕起を行うようにしましょ

う。深く耕すことで根の張りが良くなり、収量や品質の向上に繋

がります。他にも、土壌の肥料もちや保水性、透水性が改善され、病害虫の発生を予防す

る等の効果も見込めますので、取り組んでみましょう。 

 

秋冬野菜関係 

今年は、定植時期の天候に恵まれ概ね順調に定植が行われま

した。その後の生育についてもやや水不足ですが、良好と思わ

れます。また、今のところ台風や大雨が無かったですが、まだ

まだ台風が襲来する恐れがあるため注意が必要です。 

◎病害虫発生状況 ⇒ チョウ目害虫（アオムシ・コナガ・ヨトウムシ等）に関して、発

生時期が例年よりも早く、発生量も多いように思われます。チョウ目害虫は、老齢になる

にしたがって薬剤の効果が低下するだけでなく、食害が著しく増加するため、早期発見に

努め若齢のうちに防除する必要があます。 

 

おすすめ防除 キャベツ・白菜・なばな・レタス等のチョウ目害虫 

☆ブロフレアＳＣ ２０００～４０００倍 ☆アファーム乳剤 １０００～２０００倍 

作付されている作物により、作物登録がなく使えない農薬も多数あるので、薬剤を選ぶ際

にお困りの場合は必ずご相談下さい。 

 

肥料・農薬など栽培に関するお問い合わせは 

多気営農センター39－6170 または各営農指導員携帯へご相談ください。 




